平成28年11月10日

関係の皆様へ
京都市立太秦中学校

校長　　日下部　和宏

体験型「いのちの授業」

きょうとアニラブクラス実施のお知らせ
　晩秋の候，ますますご清祥のことと存じます。平素は本校教育推進にご理解・ご協力いただき，ありがとうございます。

　さて，京都市では「人と動物とが共生できる，うるおいのある豊かな社会」の実現を目指し，少年期に動物愛護精神を形成することができるよう，中学生を対象とした啓発授業を積極的に進めています。その一つとして，実際に生徒達が動物（犬）とのふれあいを通じて生命ある動物の温かさを体感したり，心音を聴いたりすることにより，自分達と同じ生き物であるということを体感・再確認することができる「きょうとアニラブクラス」の出前授業を実施しています。これは，動物愛護の精神の啓発だけでなく，「いのち」の大切さを考え，友愛の精神の醸成を図るプログラムになっています。

本校では1年生でこの事業を活用し，そこから自分の生き方を考える「キャリア教育」につなげていきたいと考えています。このたび，京都市保健福祉局，京都動物愛護センター，認定NPO法人アンビシャスとタイアップして，下記の取組を実施することになりました。

ご多忙とは存じますが，ぜひ取組の様子をご覧いただきますようご案内申し上げます。

なお動物アレルギーの生徒につきましては，事前に調査の上対応いたします。
記

体験型「いのちの授業」　きょうとアニラブクラス
１．日時　　平成28年11月29日（火）　６限（14：15～15：05）

２．対象　　京都市立太秦中学校1年生

３．会場　　京都市立太秦中学校体育館

